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｢本山寺山森林づくりの会｣活動報告(2023.08.03) 

                                                                                        文･写真：武田、写真：武田･黒山 

日 時：2023(令和 5)年 8 月 3 日(木)  9:30～14:30  

気 象：晴 

活動エリア：44 林班い 

活動内容：A-1 地域環境保全タイプ(里山林保全;倒木処理､林床整備)  

参加者(会員)    猪川 誠､石田美和､内海宏一､斧田一陽､工藤貴士､黒山泰弘､武田壽夫､寺田昭弘､ 

当山清之､中川義行､宮本 廣 

（体験）金山登洋､平 真美                                                                    会員 11＋体験 2=計 13 名 

 

＜暑い アツい とにかく暑い＞   

   標高 600m 超の本山寺山山頂でも気温は 32℃､休憩を心がけるが日照りの下では気力体力消耗｡ 

昼食休憩も食後の腰を上げるのに一苦労。午後は早々に撤収。 

体験のお二人は茂木会長の紹介､この日も斧田会員が活動地域一帯を見学に案内。各々一本の伐木お

試しのほか､枝払いやや水切り溝の掘り返しも。 

【木陰に隠れて昼休み】 

 

【少しは涼味も 竿灯祭り始まる】 

 

＜活動日の修正＞ 

   既報の活動予定日について｡定例(第一木曜､第三日曜)のほか､状況により以下の臨時日を設けます。 

            8/31(木),9/28(木)､10/22(日),11/9(木)､11/30(木)､12/11(木)､1/11(日)､2.11(日) 

 

＜今日の成果＞ 

  緩傾斜地なので林床は 50×100m=0.5ha を整備出来た。チェーンソー組は倒木 2 本を玉切りし棚積み。 

 

＜写真＞ 

【21 号台風の被災状況 2018､9,4】 

 
 天狗杉前の自然歩道から見た本山寺山山頂側､    

－倒木で地面が塞がれているのが判る。斜めの倒

木二本が目立つ。下の一本の処理の様子は右写真

の通り。 

【左写真の倒木処理､奥の掛かリ木は後日】 
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【山頂部山腹の林床整備】 

 

【絡み合う枯損木の処理は難渋の一言】 

 
 

【スッキリしてきた山腹】 

 

 
【玉切りした倒木の移動は二人掛かりの力仕事】 

 

【今も残る 21 号台風の爪痕】 

 

【出来る個所から慎重に整理していく】 

 

 

 


